
＜様式２＞

１．施策の方向性

４．芸術文化を通じた豊かな感性、情
　　緒の育成

①子どもが生涯にわたって自然や歴史、仲間、多様な人々と関わり合う体験活動や、学校支援ボランティア
等の専門的な知見や技能を活用するなど、我が国や京丹後市の伝統文化や自然環境、文化・芸術等に親し
み、学ぶ機会を充実します。
②学校園や家庭での読書活動により子どもの豊かな情緒を育むため、関係機関・団体等との連携・協力関係
をさらに強化し、学校園、家庭及び地域が一体となった取り組みを進めるとともに、学校図書館の機能強化を
図ります。

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月

京丹後市いじめ防止等基
本方針

国、府、学校、地域社会、家庭及びその他の関係者が連携のも
と、社会総がかりでいじめの問題の克服に向けて取り組むととも
に、いじめ防止対策推進法第１２条の規定に基づき、いじめの防
止、いじめの早期発見及びいじめへの対処のための対策を総合
的かつ効果的に推進するために策定

平成26年6月
計画期間の定
めなし

策定から３年経過を目途に見
直し（平成30年度見直し）

２．生徒指導体制、教育相談体制の
　　充実

①子どもたちが集団生活を通して課題を解決する意欲と実践力を身に付けることができるよう、一人ひとりの
生活実態の把握や内面理解の充実を図ります。
②学校園の状況に応じてスクールサポーターを配置するなど、子ども一人ひとりの課題やニーズに対応する
きめ細かな支援体制を整備します。
③京丹後市いじめ防止等基本方針に基づき、組織体制の整備を行うとともに、関係機関と連携し、いじめの
防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処のための対策を総合的かつ効果的に推進します。
④不登校等の児童生徒の多様な実態と課題に対応し、学校復帰と社会的自立を支援するため、教育支援セ
ンター「麦わら」の相談・支援体制の充実及び機能強化を図ります。

平成27年3月
平成27年度～
令和6年度

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

学校教育課 川村　義輝
生涯学習課 安達　純

基本的方針
　学校園、家庭、地域及び行政の協働により、子どもたちが周囲からの愛情や信頼、期待などに「包み込まれているという感覚」を育
むとともに、人や社会との絆、思いやりを大切にする豊かな人間性・社会性を育みます。
　また、不登校等の課題がある児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行います。

１．人を思いやり、尊重する社会性の
　　育成

①保幼小中一貫教育による学校園や校種を超えた交流授業や合同行事など、多様な集団での活動を充実
し、子どもたちの自尊感情を高めるとともに、豊かな人間関係や社会性を育みます。
②生命を大切にする心や他人を尊重する心などを育むとともに、新たに教科となった道徳科をはじめ、すべ
ての教育活動において、就学前から中学校までの系統性・一貫性のある道徳教育や人権教育を推進しま
す。
③地域の人々との幅広い交流の機会を拡充することで、ルールやマナー、社会常識、社会性を育みます。
④各学園（中学校区）において、学校園、家庭及び地域が子どもたちの生活実態や課題を共有し、規範意識
や社会性を高める取組みを協働して進めます。
⑤情報機器の適切な使用やＳＮＳに代表される情報通信ネットワークのルール・モラル等について、児童生
徒の実態に応じて具体的に指導するとともに、専門家や保護者、学校支援ボランティア等と連携し、系統的
かつ一貫性のある指導体制を整備します。

３．家庭・地域の教育力の向上

①各学園（中学校区）の学校園、家庭及び地域が、育みたい子ども像や児童生徒の実態及び課題を共有
し、緊密に連携して指導を行うしくみづくりを進めます。
②家庭は自己肯定感や豊かな心、他者に対する思いやりや命を大切にする気持ちなどを養う最も重要な役
割を担う場ととらえ、ＰＴＡ等と連携しながら、乳幼児期から思春期（中学生）までの子どもの成長段階に応じた
家庭教育支援を進めます。
③子どもの豊かな人間性・社会性を育むとともに、孤立しがちな親や子育てに悩みを抱えている親への支援
等のため、家庭子ども相談室による相談や関係機関の連携による支援を実施します。また、家庭教育支援
チームの活動を進めるとともに、関係団体の活動を支援します。
④子どもたちが身近な地域で体験や交流ができる活動の充実を図る。
⑤子どもたちの放課後の居場所づくりのため、地域ボランティアの協力を得て様々な体験活動、地域住民と
の交流活動を行うとともに、地域における子どもたちの活動拠点を確保するための事業の拡充を進めます。
⑥保護者の就労状況の多様化や家庭環境の変化に伴い、放課後における児童の健全育成を図るため実施
している放課後児童健全育成事業の利用が増加しています。利用ニーズを的確に把握するとともに、サービ
ス体制や施設環境の整備を推進し、待機児童ゼロを継続します。
　また、青少年の健全育成と安全・安心な地域づくりのため、青少年健全育成会をはじめ、関係団体と連携し
た効果的な活動を進めます。

子ども未来課 蒲田　幸宏

重点目標 4 豊かな人間性・社会性を育みます

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」
と、その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体
系化した「基本計画」

計画期間 備考

ＰＬＡＮ

59 62 
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２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

③

④
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　不登校やその傾向にある児童生徒について、個々の状況に応じ、広く将来の社会的自立が目
指せるようになるための様々な支援を実践する。

10,564     15,017     現状維持

備考

不登校等の児童生徒の多様な実態と課題に対応し、学校復帰と社会的自立を支援するため、教育支援センター「麦わら」の相談・支援体制の充実及び
機能強化を図ります。

京丹後市いじめ防止等基本方針に基づき、組織体制の整備を行うとともに、関係機関と連携し、いじめの防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処
のための対策を総合的かつ効果的に推進します。

252          403          現状維持

計画名称 計画概要 策定年月 計画期間

保幼小中一貫教育による学校園や校種を超えた交流授業や合同行事など、多様な集団での活動を充実し、子どもたちの自尊感情を高めるとともに、
豊かな人間関係や社会性を育みます。

生命を大切にする心や他人を尊重する心などを育むとともに、新たに教科となった道徳科をはじめ、すべての教育活動において、就学前から中学校ま
での系統性・一貫性のある道徳教育や人権教育を推進します。

地域の人々との幅広い交流の機会を拡充することで、ルールやマナー、社会常識、社会性を育みます。

中学校丹後学等教育活動実践事業《再掲》

現状維持　「京丹後市いじめ防止等基本方針」に基づくいじめ防止等の啓発活動を実施し、市と市民が一
体となっていじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進する。

学校教育課

1,523       

- - 現状維持　スクールサポーターを配置し、児童一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな
指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

学校教育課

-

学校教育課

10,209     

12,626     12,642     12,868     現状維持　学校教育及び就学前教育の充実を図るため、指導主事を配置し、専門的事項に関する指導等
を行う。

309          783          865          現状維持　児童生徒の不登校など学校不適応の状況を、発達検査などにより把握・分析し、相談・支援体
制を整え、児童生徒が安定した学校生活を送ることができるように支援する。

学校教育課

学校教育課

学校教育課

小学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業《再掲》

-             -

指導主事設置事業

教育支援ｾﾝﾀｰ管理運営事業

いじめ防止啓発推進事業

　いじめ防止対策等専門委員会及びいじめ問題対策連絡会議を設置し、関係機関が一体となっ
て、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進する。

就学支援･教育相談事業

２．生徒指導体制、教育相談体制の充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R3決算額 R4決算額 R5予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

統合（整理）　府の研究指定校を受けて教育活動に取り組むとともに、体験活動や総合的な学習活動の充
実、基礎学力の向上や豊かな人間性の育成を図る。

中学校教育推進活動実践事業 学校教育課

4,077       - -             統合（整理）　府の研究指定校を受けて教育活動に取り組むとともに、体験活動や総合的な学習活動の充
実、基礎学力の向上や豊かな人間性の育成を図る。

小学校教育推進活動実践事業 学校教育課

1,232       

主な取り組み
R3決算額 R4決算額

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

1．人を思いやり、尊重する社会性の育成 決算額 （単位：千円） 事務の改善

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力をすべての生徒が確実に身に
付けることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、
中学校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実
践するための構想を策定

平成24年11月
計画期間の定
めなし

R5予算額

- -             

1,739       1,746       

いじめ防止対策等運営事業 学校教育課

評価を踏まえた
今後の方向性

- 現状維持
　教員の指導力向上や生徒の自己肯定感を高めるため、府の研究指定を受け教育実践に取り
組むとともに、「丹後学」の充実を図る。
　また、教育課題の解決に向けた研究事業に取り組むほか、修学旅行における引率教員の施設
入場料等に係る経費を支援する。

子どもたちが集団生活を通して課題を解決する意欲と実践力を身に付けることができるよう、一人ひとりの生活実態の把握や、内面理解の充実を図り
ます。

② 学校園の状況に応じてスクールサポーターを配置するなど、子ども一人ひとりの課題やニーズに対応するきめ細かな支援体制を整備します。

249          

京丹後市文化芸術振興計
画

市民が主体となって文化芸術活動に取り組み、楽しみを感じられ
る文化芸術のまちづくりを総合的かつ計画的に推進するために
策定

令和5年3月
令和5年度～
令和14年度

小学校丹後学等教育活動実践事業《再掲》 学校教育課

-             - - 現状維持
　授業改善や教員の指導力向上を図るため、府の研究指定校を受けて教育実践に取り組むとと
もに、「丹後学」の充実を図る。
　また、教育課題の解決に向けた研究事業に取り組むほか、修学旅行における引率教員の施設
入場料等に係る経費を支援する。

情報機器の適切な使用やＳＮＳに代表される情報通信ネットワークのルール・モラル等について、児童生徒の実態に応じて具体的に指導するとともに、
専門家や保護者、学校支援ボランティア等と連携し、系統的かつ一貫性のある指導体制を整備します。

各学園（中学校区）において、学校園、家庭及び地域が子どもたちの生活実態や課題を共有し、規範意識や社会性を高める取組みを協働して進めま
す。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴＰＬＡＮ

60 63 



↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

⑤

⑥

12
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

16

1

2

３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

主な目標指標

各学園（中学校区）の学校園、家庭及び地域が、育みたい子ども像や児童生徒の実態及び課題を共有し、緊密に連携して指導を行うしくみづくりを進め
ます。

減少させる R6

R6

不登校児童の出現率＜小学校＞ ― 5人/0.16％ H25
15人

/0.73%
R4 減少させる R6

不登校生徒の出現率＜中学校＞ ― ４７人/2.49％

単位
年度 年度 年度

313,416    

評価を踏まえた
今後の方向性

658          

いじめの認知件数/認知率＜小学校＞ ―

R3決算額 R4決算額

放課後児童健全育成事業 子ども未来課

219,211    

決算額 （単位：千円） 事務の改善

R3決算額 R4決算額 R5予算額

計画作成時 実績値（現状） 目標値
目標指標

基本的方針
　学校園、家庭、地域及び行政の協働により、子どもたちが周囲からの愛情や信頼、期待などに「包み込まれているという感覚」を育むとともに、
人や社会との絆、思いやりを大切にする豊かな人間性・社会性を育みます。
　また、不登校等の課題がある児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行います。

　発達段階に応じた学習及び交流機会を提供するとともに、PTA活動を支援することによって、全
ての教育の出発点であり、子どもの成長の基礎となる家庭教育を推進する。

４．芸術文化を通じた豊かな感性、情緒の育成 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R3決算額

計 251,105    274,209    

子どもたちの放課後の居場所づくりのため、地域ボランティアの協力を得て様々な体験活動、地域住民との交流活動を行うとともに、地域における子ど
もたちの活動拠点を確保するための事業の拡充を進めます。

865          現状維持

210          

３．家庭・地域の教育力の向上 決算額 （単位：千円） 事務の改善

- -

学校教育課

家庭教育事業 生涯学習課

1,026       1,721       現状維持

R5予算額
主な取り組み

中学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業《再掲》

　スクールサポーターを配置し、生徒一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな
指導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

　家庭児童の適正な養育及び福祉の向上を図る。

④ 子どもたちが身近な地域で体験や交流ができる活動の充実を図る。

２．生徒指導体制、教育相談体制の充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
R3決算額 R4決算額 R5予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

子どもが生涯にわたって自然や歴史、仲間、多様な人々と関わり合う体験活動や、学校支援ボランティア等の専門的な知見や技能を活用するなど、我
が国や京丹後市の伝統文化や自然環境、文化・芸術等に親しみ、学ぶ機会を充実します。

学校園や家庭での読書活動により子どもの豊かな情緒を育むため、関係機関・団体等との連携・協力関係をさらに強化し、学校園、家庭及び地域が一
体となった取り組みを進めるとともに、学校図書館の機能強化を図ります。

366          

1,584       

子ども未来課

　放課後に小学校の余裕教室を子どもたちの安全・安心な居場所として活用し、地域住民の参画
により、子どもたちが心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。

家庭こども相談室事業

放課後子ども教室事業 子ども未来課

現状維持

R5予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業

H25
63人

/4.90%
R4 減少させる

家庭は自己肯定感や豊かな心、他者に対する思いやりや命を大切にする気持ちなどを養う最も重要な役割を担う場ととらえ、ＰＴＡ等と連携しながら、乳
幼児期から思春期（中学生）までの子どもの成長段階に応じた家庭教育支援を進めます。

　保護者の就労や疾病その他の理由により、学校の放課後、長期休業期及び土・日曜日等に適
切な保育が受けられないと認められる家庭の小学校の児童に対し、適切な遊びや生活の場を与
えることにより、児童の健全な育成と子育て支援の推進を図る。

保護者の就労状況の多様化や家庭環境の変化に伴い、放課後における児童の健全育成を図るため実施している放課後児童健全育成事業の利用が
増加しています。利用ニーズを的確に把握するとともに、サービス体制や施設環境の整備を推進し、待機児童ゼロを継続します。
また、青少年の健全育成と安全・安心な地域づくりのため、青少年健全育成会をはじめ、関係団体と連携した効果的な活動を進めます。

3,702       拡大

子どもの豊かな人間性・社会性を育むとともに、孤立しがちな親や子育てに悩みを抱えている親への支援等のため、家庭子ども相談室による相談や関
係機関の連携による支援を実施します。また、家庭教育支援チームの活動を進めるとともに、関係団体の活動を支援します。

386件/12.7％ H25
649件
27.8％

R4

子ども未来まちづくり審議会事業《再掲》 子ども未来課

- - - 現状維持　すべての子どもが健康で幸せに暮らせるまちづくりの推進及び子ども・子育て支援事業計画の
進捗管理、特定教育・保育施設の利用定員の設定等について審議する。

評価を踏まえた
今後の方向性

R4決算額

現状維持-

245,621    276,229    

433          

61 64 



主な目標指標

R6

人の役に立つ人間になりたいと思う生徒の割合＜中学生＞ ％

　　　　93.2
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

H25

R6

　　　　93.8
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小６

　　　　97.0
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小６

　　　　90.9
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

　　　　95.2
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

H25 R4

R4

R6

R6

増加させる

　　　　90.8
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
中３

増加させる

H25 R4実施なし

189件/10.2％

実施なし

実施なし

96.0

97.1

増加させる R6

増加させる

％

R6

人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童の割合＜小学生＞ ％

H25 R4 増加させる R6

H25

いじめの認知件数/認知率＜中学校＞ ― H25

年度 年度
目標指標 単位

計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度

R6

％

いじめはいけないことだという意識がある生徒の割合＜中学校＞

住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合＜小学生＞ ％ - 76.0 R4 維持する

自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合＜中学生＞ ％ - 76.9 R4 増加させる

％ - R4

学校のきまりや規則を守る意識がある児童の割合＜小学生＞ ％

R4 増加させる

H25 R4

学校のきまりや規則を守る意識がある生徒の割合＜中学校＞

R4

人の役に立つ人間になりたいと思う児童の割合＜小学生＞ ％

　　　　94.0
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小6

H25 R4

96.6

いじめはいけないことだという意識がある児童の割合＜小学生＞ ％ H25 R4

自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合＜小学生＞ 増加させる R679.1

R6

実施なし

66件
5.1％

R4 減少させる R6

97.2

増加させる R6

増加させる

100%

人の気持ちが分かる人間になりたいと思う生徒の割合＜中学生＞

100%
96.9%

95.5%

％

認知されたいじめの年度内解消率＜中学校＞ ― 181件/95.8％ H25 R4

認知されたいじめの年度内解消率＜小学校＞ ―

H25

　　　　94.4
「全国学力・学習
状況調査」児童
生徒質問用紙
小6

R6

R6357件/92.5％
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４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

○

0

《不登校児童生徒の出現率》
　不登校児童生徒の出現率は、全国的に増加している。本市においても令和3年度急増した小学校の不登校児童
のうち、6年生が中学校へ入学したということもあり、令和4年度は0.25％減少となった。逆に中学校は、令和3年度ま
で減少傾向であったが、急増した小学校の不登校児童が入学したということもあり、令和4年度は1.43％の増加と
なった。別室指導等の物的な居場所づくりやSC、SSWをはじめとした教職員とのつながり、すなわち心理的な居場
所づくりの成果であるとも考えられる。また、保幼小中一貫教育の推進による各校園での未然防止を重点とした取
組みや確実な情報の共有等によって、不登校解消に一定の成果は上がっている。しかし、解消より新規の出現が
多いことから不登校の出現率が増加傾向にある。今後も未然防止の取組み推進が更に必要である。

《いじめの認知件数/認知率》
　令和４年度は、いじめの認知件数・認知率とも小中学校で令和３年度と比較して少し増加し、2年連続の増加と
なった。令和２年度は、コロナ禍の中で通常の学校生活とは異なる環境下での調査であったことが原因として予測
できる。引き続き、些細な兆候も見逃さない組織的な対応を行うとともに、認知件数・認知率のみにとらわれず、より
丁寧な指導を継続していく必要がある。

《認知されたいじめの年度内解消率》
　令和４年度いじめ調査の認知事象に基づく追跡調査結果において、解消率は小学校が96.9％、中学校が95.5％
と非常に高い値となった。未解消事象については、今後も、各校のいじめ防止基本方針に基づき、実態把握や情
報共有、組織的な対応を徹底し丁寧な指導を行うとともに、関係機関と連携した体制強化を図っていく。

《いじめはいけないことだという意識がある児童生徒の割合》
　いじめはいけないことだという意識がある児童生徒の割合は、年間3回のいじめ調査や追跡調査、児童生徒への
丁寧な指導により、小学校で少し減少しているが、中学校で増加した。小中学校ともに高い水準を維持しているが、
今後も児童生徒の豊かな心を育成するため、道徳科をはじめ、学校の教育活動全体を通じた取組みの充実を図る
必要がある。

《学校のきまりや規則を守る意識がある児童生徒の割合》
　実施なし。

《人の気持ちが分かる人間になりたいと思う児童生徒の割合》
　実施なし。

《人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合》
 　人の役に立つ人間になりたいと思う児童生徒の割合は、小中学校ともに増加した。近年、高い水準で推移してい
る。教育活動全体を通した丁寧な指導により、社会貢献等への意識が確実に身に付いてきている。今後更に高め
ていくため、ボランティア活動など体験学習等の充実を図る必要がある。

《自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合》
　自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合は、小中学校ともに増加している。日々の関わりの中で、児童生
徒のよさを見つけ、ほめていることが児童生徒に伝わるようにほめるなど、意図的な働きかけにより、自尊感情や自
己肯定感の基盤を育みたい。改定された生徒指導提要の趣旨にそった発達指示的な生徒指導を生かした授業づ
くりと学級経営、教育活動をさらに推進していく必要がある。

《住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合》
　住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合は、小中学校とも減少した。さらに、近年、減少の傾向が
ある。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、地域における行事が中止となっていることが要因だと考えられる
が、「丹後学」を通して、地域への理解と愛着を深めていく必要がある。

《放課後児童クラブ待機児童数ゼロの継続》
　社会環境の変化に伴い放課後、家庭で適切な保育が受けられない家庭が増加していることもあり利用者が増加
傾向にある。既存の施設や学校の空き教室を活用しているため、十分な保育室の確保ができないところもあるが、
支援員の確保と併せ、受け入れ態勢の整備に努めていきたい。

0 R6

年度

R6R4 維持する

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度

住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合＜中学生＞ 75.8

放課後児童クラブ待機児童数ゼロの継続 人 - R4

％ -

主な目標指標

×

進捗状況区分 評価 令和４年度成果と今後の課題

◎

○

▲

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ

63 66 



５．今後の施策展開の考え方（令和５年～令和６年度での主な取組）

区分 No. 具　体　的　内　容

3

　地域の子ども教室では、体験活動だけでなく、教室間での情報交流についても支援しながら教
室活動の維持、拡充に努める。青少年健全育成会では、各地域ごとに子どもの体験活動を実施
するほか、あいさつ運動や夏休みパトロールなどで地域の子どもの見守り活動を継続する。また
平成28年度からスタートした「放課後子ども教室」事業は、安定的運営を目指す。

4
 子どもたちの芸術や自然を愛する心豊かな感性を育むため、教育活動等における文化体験や
芸術鑑賞など、国や府の様々な事業や学校支援ボランティア等を活用し、伝統文化や芸術等に
親しむ機会を充実させるとともに、学校図書の充足率向上を図る。

施策展開の考え方

1
　子どもたちの自尊感情を高め、豊かな人間性・社会性を育むため、保幼小中一貫教育による交
流学習や児童会・生徒会活動などの集団活動を充実させるとともに、道徳科をはじめキャリア教
育等学校の教育活動全体を通じた系統的で一貫性のある指導の更なる充実を図る。

2
　いじめや不登校など、児童生徒の多様な課題に対応するため、臨床心理士による教育相談体
制を拡充するとともに、教育支援センターの相談支援機能を更に高めるなど、個の課題やニーズ
に応じたきめ細かな相談支援体制の整備・強化を図る。

ＡＣＴ
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